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論文内容の要旨

22.5 MeV α 粒子を用いて， BI0, C13, NI4, F19, Na23 , Mg'24, AF7 , Si28, Ca40 , SC45 , Mn55 , Fe54 , 

Fe56 , C059 の (α ， p) 反応によって放出される陽子のうち，残留核の基底状態および低い励起状態に対応

する陽子の角度分布を得Tこ。

角度分布は一般に前万ピークになり，軽い核では後万の微分断面積もかなり大きく IÎi!折模様を示すが，

Ca 以上の中重核では後方の微分断面積は前方に比較して著しく小さくなり角度分布も単調になっている口

これらの角度分布をストリッピング反応の理論で合わせた。まず入射 α粒子と放出陽子の波動回数に対し

て平面波近似を用いて実験値と比較し，さらに簡単な歪曲波近似で、実験航との一致がどの程度改良される

かを調べたの トリトンが軌道角運動量 O で標的核に捕えられる場合と， 2 で拍手えられる場合とでは，理論

式のパラメーターの値に系統的な相違がみられる白

B10 (α ， p) C13 反応の基底状態陽子の角度分布は，入射 α 粒子のエネルギーが 20.6MeV から 22.2MeV

の間であまり大きな変化を示してし、ないが， C12 (α ， p) N15 反応の基底状態陽子の角度分布は 19.7MeVか

ら 22.1 MeV の|自でかなり著しいエネルギー依存性を示している。この C12 の (α ， p) 反応のエネルギー依

存性は複合核反応過程の寄与のためであろう。 N14 (α ， p)017 反応の場合は，残留核 017 は 016 の閉殻に 1

個の中性子が結合していて，その波動画数が簡単であるので， 017 の基底状態と第 1 励起状態との換算r!J

の比から，標的核 N14 の波動画数に関する知識が得られる白それは他の実験から得られた結果とほば一致

する白

F19, Na23 の (α ， p) 反応では，残留核の 0+ の基底状態に対応する陽子の微分断面積は， 2十の第 1 励起状

態に対応するものにくらべて著しく小さくなっている。これは基底状態反応の場合は標的核内の核子配位

の変更が必要なのに対して第 1 励起状態反応は標的核内部の変更なしでおこるためである。 AF7 の (α， p) 

反応では，残留核 Si30 の 0+ の基底状態と 2+の第 1 励起状態の両方に対して標的核内部の核子配位の変更
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は不要であるので，基底状態反応の微分断面積が第 1 励起状態反応にくらべ、て著しく小さいということは

ないの Mg?4 (α ， p) AP7 反応では，基底状態， 1MeV 附近の 2 つの励起状態， 2.21 MeV の励起状態に対応

する微分断面積はv，ずれもほぼ同じ大きさである。 Si28 ， p31, S32の (α ， p) 反応では， トリトンが全角運動

量76，軌道角運動量 2 で捕えられる場合の角度分布は互いに良く似ており，またトリトンが全角運動量1;2，

軌道角運動量 O で捕えられる場合の角度分市も互いに良く似ている。角度分市のピークの位置をストリッ

ピング反応の理論式で合わせることにより， Cp5 の 1. 22MeV の第 1 励起状態はV2+で， 3.0 MeV 附近に

F 状態， 4.1MeV 附近に P 状態のエネルギー準イ立が存在することが予想されるのこれらの Cp5のエネルギ、

ー準位のスピンおよび偶奇性は中性子数または陽子数の一方が偶数で他万が 17 の原子核の既知のエネノレ

ギー準位の規則性と矛店しないのこれらの1d， 2S の殻の原子核の (α， p) 反応に対しては，換算巾をニノレ

ソンによる原子核の回転模型の波動画数を用いて計算し，その結果を実験値と比較したゥ トリトン巾の軌

道角運動量に対する依在性が未知のため，換算巾の実験値と理論値との定量的な比較はできないが，ニル

ソンの回転模型を用いれば， p31 以外の 1d， 2S 殻の原子核に対する (α ， p) 反応の換算巾を定性的に説明

することができる。

Ca40 以上の 1f殻の原子核の (α， p) 反応では，残留核の励起エネノレギーが1. 0 ないし1. 2MeV おきに

陽子群がみられる。 Ca40 ， SC45, Fe56の (α， p) 反応では，残留核の励起エネノレギーが高くなるに従って，こ

れらの陽子群の微分断面積が大きくなっているのところが C059の (α， p) 反応では，残留核 Ni52 の基底状

態， 1. 17MeVの第 1 励起状態， 2.05, 2.30, 2.34 MeV の 3 つの励起状態の陽子群に対して，微分断面積

の大きさはほぼ同じであるの Mn55の (α ， p) 反応では，残留核 Fe58の 0+の基底状態に対応する微分断面積

は著しく小さいn 乙れは F19 や Na23 の (α ， p) 反応の場合と同様，基底状態反応に対しては標的核内の核

子配位の変更が必要なためであるの

論文の審査結果の要旨

山寄君の研究は BI0 から C059 にいたる 16の核種について (α， p) 型反応を系統的に研究したものである。

すなわち 22MeV の α 粒子を用いて (α， p) 反応によって放出される陽子のうち残留核の基底状態および

低い励起状態に対応する陽子の角度分布およびそのエネルギー依存性を測定し核反応および核構造の理論

と対比した議論を行なったものである。

(α， p) 型反応については α 粒子の energy が 40MeV 附近と 19MeV 附近で 2 ， 3 の研究;まあるが山寄

君が行なったような広範な核種にわたる研究立未だ行なわれていない。 その理由は特別の核をのぞいて

(α， p) 型反応の断面積が小さく測定に困難を生じたためと思われる。大阪大学のサイクロトロンの α 粒

子のビームは再度にわたる改造の結果，その強度を増し乙のような断面積の小さい反応の研究を系統的に

:fJなえるようになったものである。

実験は (α， p) 反応で出る陽子を，シンヂレーション Counter で観測したものであり，弾性散乱される

α 粒子は Counter の前に適当なアブソーパーを入れて測定器に入らぬようにしたゥ

角度分布は一般に前万peak となるが軽核と Ca 以上の中重核とでは後方の微分断面積に差があることを

みつけたっ不歪曲波近似を用いた stripping の理論とこれらの角度分布を比較し trironのもちこむ軌道角運
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動量が O の場合と 2 の場合とで理論式の parameter の聞に系統的な相違のある ζ とを見出した。この事実

は理論を進める上に大いに参考となるものであると思われる口

C12 (α ， p) N15 ground 反応の角度分布については 19.7MeV から 22.1 MeV の間で複合核反応過程の寄

与と思われる著しい energy 依存性のあることを見出し，また N14(α， p)Q17 反応から N14 の波動画数に関

する知識を得ている。その他の核に対する基底状態と励起状態の微分断面積の比をそれ等の核の構造を近

似する種々のモデ、ル(殻構造モデ、ノレ，回転モデ、ノレ，振動モデ、ノレ)に立って矛盾なく説明することのできる

ことを示した口

以上山寄君の研究は多くの核による (α， p) 反応の系統的な研究の結果， 角度分布およびそのエネルギ、

一依存性，また反応の断面積比等に関して新しい知見を与えたものであり，理学博士の学位をうけるに十

分の資格のあるものと認める。
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